
 
 
 
 
 

 

 

 

岐阜県博物館 調査研究報告 

日本最古の恐竜卵殻
らんかく

化石
かせき

を確認しました 
 

昭和 63 年(1988 年)以降に、高山市荘川町に分布する手
て

取
とり

層
そう

群
ぐん

(＊１)で発見されていた複数の卵

殻化石について、令和元年度(2019年度)から岐阜県博物館が研究を開始し、その後、筑波大学、千

葉県立中央博物館などと共同調査・研究を行った結果、国内最古の「恐竜類の卵殻化石」であるこ

とを確認しましたのでお知らせします。 
 

記 
 

１ 研究成果の概要 

・約1億3000万年前(中生代
ちゅうせいだい

前期
ぜんき

白亜
はくあ

紀
き

)の地層から発見されたもので国内最古の「恐竜類 

の卵殻化石」 

・研究対象の卵殻化石９点のうち５点が非鳥類型獣
じゅう

脚類
きゃくるい

(＊２)恐竜類に属することが判明 

・手取層群からは初確認の恐竜グループ（非鳥類型獣脚類）のもので、トロオドン科(＊３)に属す 

る可能性が高く、この種類の恐竜の卵殻化石としては兵庫県に続き国内で２例目の報告 
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３ 問い合わせ先 

岐阜県博物館（電話番号：０５７５―２８―３１１１（代）） 

 

 

 

 

 

令和３年６月１５日（火） 岐阜県発表資料 

担当課 担当係 担当者 電話番号 

博物館 自然係 髙津 翔平 

代表  0575-28-3111 

内線  304 

ＦＡＸ  0575-28-3110 

岐阜県博物館 検索 



 
＊１ 手取層群 

 ・中生代中期ジュラ紀～前期白亜紀（約1億6700万年～1億1000万年前）に堆積してできた地層の 

集まり。岐阜県では主に高山市荘川町、大野郡白川村及び飛騨市神岡町に分布。 

・多くの恐竜化石が発見されることで有名で、岐阜県では昭和62年(1987年)に見つかった県内初の 

恐竜歯化石など、今日までに多くの恐竜類の歯化石や足跡化石が見つかっている。 
 
＊２ 獣脚類 

 ・ティラノサウルスやアロサウルスなど、肉食恐竜を含む、主に二足歩行の恐竜のグループ。 

 ・鳥類も獣脚類に含まれるが、獣脚類のうち鳥類を除いた残りのグループを非鳥類型獣脚類と呼ぶ。 
 
＊３ トロオドン科 

 ・前期白亜紀のアジアで出現し北半球で繁栄した小型～中型の獣脚類恐竜。 

肉食・雑食性で後肢に大きな「かぎ爪」があった。 

 

 

 

 

 


